
親鼻区第２回隣組長会議議録 

回覧   第 2回隣組長会議 会議録 令和 5年８月２６日 18時～（第１公会堂） 

 
出席者（敬称略 区に届出されている氏名で記載）： 
第１組：堀口明彦、第２組：石井静枝、第３組：鈴木隆文、第４組：田島義久、第５組：木村貴洋、第６組：黒澤秀夫、 
第７組：大岡庸子、第８組：川久保健次、第９組：野口秋正、第１０組：根岸章、第１１組：笠原利男、第１２組：関根茂夫、 
第１３組：小林又男、第１４組：金子治、第１７組：太幡キミ子、第１８組：宮原秀樹、第１９組：黒澤梅吉 
副区長：笠原一男、関根仁 会計：関和照善、山田真澄、会計監事：小池 栄次、茂木勉 衛生委員：根岸邦夫、大村達夫、 
皆野町議会議員：四方田実、親鼻区長：関根将博    
 
１．各隣組近況報告ほか（個人情報は省いています） 

  
 
 
 
 
 
 
 
 

 近況報告内でのQ&A 
  ・公会堂＆駒形公園清掃時に使用のゴミ袋が不足している（確認追加済／玄関左棚段ボール箱内） 
 
２．ゴミボックスの使用について 
  １）最近、使用マナーの低下がみられます、ゴミ出し時間、ゴミの分別、他地域からの利用など 

ゴミ出し時間：やむを得ず収集日前日廃棄する場合は午後５時以降に廃棄 
    ゴミの分別：ゴミカレンダーに記載されている分別方法遵守 
    他地域からの利用：決められたゴミボックス以外は使用しない（県外のゴミ袋での廃棄例あり） 
  ２）改めてゴミの分類法について簡単にまとめて区内回覧する 
 
                       ゴミの収集が拒否された例 
        前橋市のゴミ指定袋を使用                         不燃ごみ混在   

   
 
３．親鼻区第２公会堂前の県道３４８号線道路拡張計画について 

１）町から連絡があり、県予算に調査費が付いたため、測量などを開始する 
２）区から町への要望 

・測量が終了し計画原案が出来上がり次第、区民への説明会を要望 
    ・第２公会堂の継続（親鼻区避難場所、八坂祭会所、会議場所として使用中） 
    ・踏切を含む道の駅信号からブドウ園前までの拡張時期（町からの回答：現状拡張計画は聞いていない） 
  ３）四方田町議から 
    ・概要説明（通学道路であり安全確保、親鼻駅前交差点の改良） 
    ・実施するとしても工事は数年先、直近ではない 
 
 
 
 

裏面に続く 

第１隣組 第２隣組 第３隣組 第４隣組 第５隣組 

特になし 入院者あり 入院者あり 特になし 特になし 

第６隣組 第７隣組 第８隣組 第９隣組 第１０隣組 

特になし 入院者あり その他 特になし 入院者あり 

第１１隣組 第１２隣組 第１３隣組 第１４隣組 第１７隣組 

その他 特になし 住宅解体中 特になし 入院者あり 

第１８隣組 第１９隣組    
入退院者あり その他    



 
 
４．親鼻屋台皆野町文化財指定について 
 １）皆野町教育委員会から親鼻屋台を皆野町文化財に指定したいとの連絡あり 
   ・教育委員会から区民向け説明会を実施（回覧済 ９月９日１８：００～ 第１公会堂） 
   ・終了後、来年の八坂祭に向けての検討会を実施し７月２３日の反省会で出た問題点について検討する 
    （屋台・お神輿の安全性確保、屋台組み立て場所に屋根の設置、御川瀬照明を電気照明からかがり火に戻したい、ほか） 
 

５．そのた 
  １）防災訓練の実施について（１０月１日予定） 
    ・話し合いの結果従来通りの内容（消火訓練・災害通報訓練・救命訓練ほか）で実施するが、今回炊き出し訓練は実施しない 
    ・救命訓練、消火訓練は消防署および地域消防団に相談の上実施を決定する 
    ・事前に、親鼻区防災組織関係者との実施要領について打ち合わせを開催する 
    ・自主防災連絡網の連絡訓練 
  ２）皆野町行動要支援者名簿について 
    ・目的：平常時から自治会、自主防災組織などの地域支援者に情報提供し、災害時の避難支援に役立てるもの 
    ・対象者：ハザードマップ危険地域内の希望者 
    ・本人の了解を得たうえで約１０名を町に提出済 
  ３）町道７０号線（皆野病院裏道路）の舗装補修工事について 
    ・工事延長：１３２ｍ、幅員：５．０ｍ 
    ・工期：１０月５日まで  
    ・工事詳細情報の区内回覧を予定 

 
    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
以上 

2023/08/27 親鼻区長：関根将博 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

親鼻区HP https://oyahana.wwww.jp 
                        


